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行
学
林
構
想
に
つ
い
て

そ
の
内
容
と
取
り
扱
い

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

中

村

龍

央

は
じ
め
に

北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議
（
北
陸
教
研
）
法
器
養
成
部
会
に
お
い
て
、
平
成
二
年
よ
り
平
成
六
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
、
法
器
養

成
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
の
「
仮
称
日
蓮
宗
行
学
林
」
設
立
に
向
け
て
の
研
究
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
（
現

宗
研
）
で
も
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、
田
島
辨
正
研
究
員
（
当
時
）
間
宮
啓
允
嘱
託
（
当
時
）
を
中
心
と
し
、
研

究
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
日
蓮
宗
宗
務
院
教
務
部
、
教
育
制
度
検
討
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

北
陸
教
研
で
は
、
行
学
林
の
建
物
の
青
写
真
ま
で
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
清
澄
寺
に
研
修
会
館
の
建
設
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
北

陸
教
研
で
は
、
こ
の
計
画
に
行
学
林
構
想
を
当
て
て
は
ど
う
か
と
研
究
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
学
林
構
想
は
採
用
さ
れ
ず
、
清
澄

寺
研
修
会
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
北
陸
教
研
で
は
、
折
角
の
研
究
成
果
が
中
央
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
伝
道
企
画
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
現
在
、
教
研
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て
き

て
、
教
研
の
存
続
が
一
時
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
行
学
林
構
想
の
内
容
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
調
査
し
、
今
後
の
法
器
養
成

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
七
回
北
陸
教
研
（
平
成
二
年
）
に
お
い
て
、
町
田
龍
賢
師
が
現
在
の
宗
門
子
弟
教
育
に
つ
い
て
、
師
僧
一
人
が
弟
子
に
全
て
を
教
え



─ ─

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
各
管
区
に
法
器
養
成
・
情
報
交
換
の
一
助
と
し
て
「
人
材
バ
ン
ク
」
の
設
置
を
提
案
し
、
賛
同
を
得

ら
れ
た
。

第
八
回
北
陸
教
研
（
平
成
三
年
）
で
は
、
青
木
正
憲
師
が
「
日
蓮
宗
学
林
」
設
立
の
提
言
を
行
い
、
当
該
部
会
参
加
者
全
員
で
次
の
決

議
文
を
作
成
、
全
体
会
議
で
決
議
さ
れ
た
。

《
第
八
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議
決
議
文
》

立
正
大
学
あ
る
い
は
そ
の
他
の
教
育
課
程
の
修
了
者
を
問
わ
ず
、
伝
道
者
と
し
て
の
志
あ
る
者
す
べ
て
に
対
し
て
の
僧
侶
教

育
・
法
器
養
成
機
関
と
し
て
、
現
在
の
信
行
道
場
入
場
前
に
一
年
乃
至
二
年
程
度
の
日
蓮
宗
学
林
の
設
立
を
提
言
す
る
。

新
た
に
設
置
さ
れ
る
学
林
に
お
い
て
は
、
僧
侶
と
し
て
の
課
程
、
つ
ま
り
信
仰
を
基
本
に
置
い
た
教
学
・
教
化
学
・
言
説
・
声

明
・
法
要
儀
式
等
の
総
合
的
一
貫
教
育
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
に
か
く
、
仏
教
各
宗
派
中
、
最
短
の
わ
ず
か
三
十
五
日
で
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
僧
侶
を
送
り
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

宗
学
林
の
設
立
は
急
務
で
あ
る
。

僧
侶
の
全
人
格
的
な
、
又
僧
侶
と
し
て
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
必
修
課
程
の
一
貫
教
育
を
行
う
日
蓮
宗
学
林
の
設
置
を
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
器
養
成
部
会
と
し
て
は
、
こ
の
決
議
文
を
宗
会
・
現
宗
研
は
も
と
よ
り
、
各
地
方
教
研
へ
も
送
付
し
、
北
陸
教
研
だ
け
の
議

論
に
お
わ
ら
せ
ず
、
全
国
的
に
働
き
か
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

又
、
学
林
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
時
間
の
制
約
上
、
充
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

引
き
続
き
次
回
の
教
研
の
検
討
課
題
と
す
る
。

現
宗
研
で
は
平
成
三
年
・
四
年
と
、
田
島
辨
正
師
を
中
心
と
し
て
「
仮
称
日
蓮
宗
行
学
林
」
設
立
に
関
す
る
基
本
構
想
案
が
ま
と
め
ら



─ ─

れ
た
。

第
九
回
北
陸
教
研
（
平
成
四
年
）
で
は
、
現
宗
研
の
「
基
本
構
想
案
」
を
討
議
資
料
と
し
て
研
究
し
た
。
そ
の
結
果
、「
基
本
構
想

案
」
は
支
持
さ
れ
た
が
、
具
体
性
の
乏
し
さ
を
指
摘
す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
間
宮
啓
允
師
を
中
心
と
し
て
、
第
十
一
回
北

陸
教
研
（
平
成
六
年
）
に
行
学
林
の
全
体
像
や
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
・
予
算
案
等
の
素
案
と
し
て
の
『「
仮
称
日
蓮
宗
行
学
林
」

設
立
に
向
け
て

最
終
報
告

』
が
発
表
さ
れ
た
。

平
成
四
年
に
現
宗
研
教
育
制
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
中
間
報
告
が
、
教
務
部
、
教
育
制
度
検
討
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
、
平
成
五
年

二
月
の
第
五
回
教
団
研
究
懇
談
会
に
於
い
て
田
島
辨
正
師
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
を
行
い
、
ま
た
間
宮
啓
允
師
も
同
所
に
於
い
て
北
陸
教

研
中
間
報
告
と
し
て
、「
仮
称
日
蓮
宗
行
学
林
」
の
概
要
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
発
表
し
て
い
る
。

行
学
林
に
お
け
る
教
育
内
容

修
学
部
門

イ
、
教
師
自
ら
の
信
仰
の
基
盤
と
な
る
教
義
の
修
得

ロ
、
現
代
社
会
に
対
応
し
得
る
教
化
学
と
教
化
実
習

ハ
、
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ
た
法
儀
の
修
得
と
寺
院
実
務
の
研
修

ニ
、
社
会
状
況
に
即
応
す
る
に
必
要
と
思
わ
れ
る
一
般
学

修
行
部
門

報
恩
誓
願
行
を
身
延
山
に
於
い
て
三
十
五
日
間
実
施
す
る
。
あ
く
ま
で
も
信
行
一
途
の
訓
育
指
導
を
行
う
も
の
と
し
、
宗
祖
へ
の
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直
参
を
誓
う
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。

開
設
期
間
と
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

満
二
十
歳
以
上
の
男
女
を
入
林
対
象
と
し
、
度
牒
資
格
の
み
を
最
低
基
準
と
し
、
一
定
の
僧
風
教
育
を
事
前
に
受
け
て
い
る
入
林
者
に

対
し
て
は
期
間
軽
減
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
相
応
の
対
処
を
検
討
す
る
。

◎

四
月
・
五
月

第
一
期
研
修
期
間

本
宗
教
師
と
し
て
必
要
最
低
限
の
課
程
を
修
得
す
る
基
本
教
育
期
間

◎

六
月
・
七
月

第
二
期
研
修
期
間

第
一
期
研
修
期
間
に
修
得
し
た
課
程
を
更
に
発
展
応
用
し
、
一
層
広
範
囲
な
専
門
知
識
と
布

教
体
験
・
僧
堂
体
験
を
得
る
期
間

◎

八
月

自
主
研
修
期
間
（
夏
季
休
暇
）

◎

九
月

十
二
月

第
三
期
研
修
期
間

第
一
・
二
期
研
修
期
間
に
修
得
し
た
事
柄
を
更
に
深
め
、
一
段
と
実
践
に
即
し
た
体
験
を

得
る
期
間

◎

一
月

第
四
期
研
修
期
間
（
報
恩
誓
願
行
）

現
在
の
信
行
道
場
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
身
延
山
に
於
い
て
三
十
五
日

間
、
唱
題
・
読
誦
を
中
心
と
し
た
信
行
一
途
の
僧
堂
生
活
に
励
む
。
宗
祖
に
直
参
し
、
自
身
の
信
仰
を
確
立
し
、
本
宗
教
師
と
し

て
の
自
覚
を
身
に
つ
け
る

◎

二
月
・
三
月

第
五
期
研
修
期
間

現
代
社
会
と
宗
教
者
と
し
て
の
接
点
に
な
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
特
別

講
義
期
間

な
お
、
第
一
・
二
・
三
・
五
期
の
各
研
修
期
間
の
終
了
時
に
期
末
検
定
を
課
す
も
の
と
す
る
。

以
上
に
対
応
し
た
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
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指
導
体
制

学
林
長
・
常
勤
講
師
・
外
来
講
師
等
の
指
導
に
よ
り
、
三
宝
給
仕
を
基
本
と
し
た
日
々
の
行
法
、
学
解
・
実
習
を
中
心
と
し
た

科
目
の
修
得
を
す
る
上
で
、
日
々
の
生
活
全
般
に
き
め
細
か
い
配
慮
と
指
導
助
言
が
求
め
ら
れ
る
。
常
勤
講
師
と
は
別
に
、
学

林
生
十
人
で
一
班
を
活
動
単
位
と
し
て
、
各
班
に
一
人
ず
つ
の
生
活
指
導
員
を
配
置
し
、
日
々
の
課
業
の
補
助
は
も
ち
ろ
ん
、

生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
「
同
門
の
徒
」
と
し
て
の
立
場
で
指
導
助
言
を
行
う
。

モ
デ
リ
ン
グ
場
所
と
面
積

千
葉
県
八
日
市
場
市
飯
高

飯
高
寺
隣
接
一
万
九
千
坪
（
都
心
よ
り
九
十
分
）

市
役
所
の
了
解
を
得
て
お
り
、
飯
高
寺
に
も

説
明
。

概
略
予
算

三
十
五
億

三
十
七
億
円
（
土
地
取
得
・
造
成
・
建
物
一
式
）。

そ
の
他

モ
デ
リ
ン
グ
場
所
を
測
量
し
、
各
種
青
写
真
を
作
成
。
不
動
産
業
者
・
建
設
業
者
に
も
検
討
さ
せ
て
い
た
。

終
わ
り
に

北
陸
教
研
で
は
、
折
角
の
研
究
成
果
が
中
央
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
回
調
査
を
し
て
み
ま
す
と
、
行
学
林
構
想
は
現
宗
研
と
北
陸
教
研
の
一
種
共
同
研
究
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
平
成
五
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年
の
教
団
研
究
懇
談
会
に
於
い
て
発
表
さ
れ
、
教
務
部
、
教
育
制
度
検
討
委
員
会
に
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
総
長
諮
問
が
出
さ
れ
、
第
二

十
六
回
中
央
教
研
の
現
代
教
育
部
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
研
究
の
成
果
は
中
央
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
認
識
で
き
ま
す
。

行
学
林
構
想
が
一
定
の
取
り
扱
い
を
受
け
た
事
例
と
し
て
、
平
成
六
年
度
千
葉
教
研
が
「
育
つ
教
団
・
育
て
る
教
師

行
学
林
設
立
を

中
核
と
し
た
教
師
養
成
シ
ス
テ
ム
確
立
の
可
能
性

」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
飯
高
寺
隣
接
地
買
収

の
た
め
の
地
権
者
と
の
折
衝
、
建
物
の
具
体
的
設
計
図
青
写
真
、
運
用
資
金
を
つ
く
る
た
め
の
霊
園
経
営
な
ど
を
具
体
的
に
説
明
し
た
こ

と
が
、
地
元
教
師
の
知
ら
な
い
う
ち
に
話
が
進
ん
で
い
る
と
強
く
反
発
さ
れ
、
千
葉
教
区
で
そ
う
い
う
話
は
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

宗
門
と
し
て
は
教
育
制
度
検
討
委
員
会
（
昭
和
六
十
三
年
発
足
）
が
、
平
成
四
年
の
答
申

で
「
仮
称
日
蓮
宗
行
学
林
構
想
」
に
ふ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
平
成
六
年
の
奥
邨
正
寛
宗
務
総
長
諮
問
の
中
で
行
学
林
構
想
を
視
野
に
収
め
た
教
育
制
度
の
検
討
を
挙
げ
て
い
る

の
に
、
平
成
十
三
年
の
答
申
「
教
育
制
度
改
革
案
中
間
報
告
（
１
）」
で
は
行
学
林
構
想
は
明
記
さ
れ
ず
、「
仮
称
僧
風
林
・
僧
道
林
」
に

つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
渡
邊
清
明
宗
務
総
長
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
陸
教
研
の
行
学
林
構
想
は
宗
門
中
央
に
届
い
た
が
、
宗
務
当
局
が
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
北
陸
教
研
に
お
い
て
「
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
多
額
な
費
用
を
つ
か
っ
て
行
学
林
の

建
物
の
設
計
図
ま
で
作
成
し
た
の
に
、
提
案
が
採
用
さ
れ
ず
、
清
澄
寺
研
修
会
館
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
認
識
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

行
学
林
構
想
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
あ
る
建
物
だ
け
を
建
て
て
も
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
行
学
林
構
想
は

大
変
立
派
で
、
日
蓮
宗
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
強
制
力
の
あ
る
修
行
機
関
は
三
十
五
日
間

の
信
行
道
場
だ
け
の
状
態
で
、
い
き
な
り
一
年
間
の
修
行
を
と
い
う
の
で
は
、
拒
絶
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
提
案
の
仕

方
が
拙
速
す
ぎ
た
、
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宗
門
は
信
行
道
場
入
場
前
の
僧
道
林
を
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
義
務
化
し
ま
す
。
こ
れ
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は
、
行
学
林
構
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
本
来
の
一
対
一
の
子
弟
教
育
も
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


